
令和８年度 スポーツフェスティバル東京 事業交付金〔対象経費及び単価基準〕 

 ★事業業終了後 1か月以内に事業決算書を提出してください。（厳守のこと。） 

 交付金の対象となる支出は下記①～④を満たすものです。 

① 対象となる事業を実施するために直接必要となる経費     ②支払日が当該年度のもの(令和７年４月１日から事業実施後およそ１か月以内) 

③ 要件を満たした領収書（原本）が提出できるもの       ④下記の表の支出科目に該当するもの 

科目 単価基準、対象経費 証明書類 対象となる経費の例 対象とならない経費の例 

謝 金 

 

・役 員 １日 10,000円以内 

・審判員 １日 10,000円以内 

・補助員 １日 6,000円以内 

・医 師 １日 20,000円以内 

・看護師 １日 15,000円以内 

※交通費込の金額です 

【上記以外の事前打合せ等】 

・役員等 １日 6,000円以内 

【現金払いの場合】 

・個人の領収書 

(住所・自筆記名・捺印) 

※集合領収書でも可 

【振込払いの場合】 

・支払い明細書等 

・役員名簿 

●ＴＳＰОが承認した例を除いて、単価基準の

範囲内で支払われた大会当日の役員等への謝金

（所定の領収書の全項目が全て記載され、印鑑

(サイン不可)が押印されていること） 

 ただし、振込払いの場合は、領収書及び押印

は不要 

 

●謝金と別に支払われた交通費 

●単価基準を超えて支払われた経費 

器具借料 

 

競技用品・器具借料(購入品を含む) ・業者の納品書、領収書 

【カード決済の場合】 

・クレジットカード等の明細書 

●競技用器具借料及び競技用消耗品購入費 

●固定資産になるようなものは対象としない。 

●個人が持参すべき用具･器具 

●固定資産となるもの 

●大会後に購入した競技用消耗品 

印刷製本費 競技別プログラム印刷費 

賞状筆耕料 

・業者の納品書、領収書 

・作成した印刷物１部 

【カード決済の場合】 

・クレジットカード等の明細書 

●印刷業者に依頼した時の経費 ●印刷物を個人に依頼した場合の経費 

会議費 会議室使用料 ・利用施設や業者の領収書 

【カード決済の場合】 

・クレジットカード等の明細書 

●監督会議等の会議室使用料 ●会議時の茶菓代 

●本大会に直接関係しない会議に関す

る経費 

消耗品費 本大会に必要な文房具等事務用品代ほか ・業者の納品書、領収書 

【カード決済の場合】 

・クレジットカード等の明細書 

●本大会に必要な文房具等事務用品代 ●大会後に購入した消耗品 

●賞品・小品、茶菓子代 

食糧費 弁当・飲料代（酒類は禁止） ・業者の納品書、領収書 

【カード決済の場合】 

・クレジットカード等の明細書 

●大会当日の役員等昼食費・お茶代 

 

●大会後の反省会・ﾊﾟｰﾃｨ経費及び酒類 

●個人へ現金で支払われた経費 

雑費 通信費等 ・業者の納品書、領収書 

【カード決済の場合】 

・クレジットカード等の明細書 

●本大会に必要な郵券・宅急便の経費 

●器具運搬のレンタカー・運搬業者の経費 

●過大な郵券購入費 

●個人車両の借上げ経費 

※別紙「経費処理について」、「事業費のキャッシュレス決済対応について」も必読のこと。 

別紙２－① 



別紙２－② 

【経費処理について】 

 

＜支払証明書類について＞ 

※ 交付金対象経費は領収書(証)の原本を提出してください。 

（競技団体負担金については、コピーでの提出可） 

※ 個人に支払った謝金以外は、業者の発行した領収書(証)が必要です。 

「品名、単価、数量、金額、購入日、店名」が明記されていれば、レシートを領収書(証)に

代える事ができます。 

また、請求書があれば、銀行振り込み控えを領収書(証)に代える事ができます。 

※ 納品書、請求書は領収書(証)にはなりません。(レシートの利用をお勧めします。) 

※ 領収書に内訳(品名・単価・数量)の記載がない場合は、内訳が記載された納品書または請

求書を併せて提出してください。要件の欠けている場合は、交付金対象経費となりません

ので注意してください。交付金対象外経費の領収書も内訳がない場合は、内訳を記載して

ください。（別紙３を参考にしてください。） 

※ 個人の謝金領収書の受領印は、印鑑が必要です。シャチハタ､サインは受領印になりません。 

当日印鑑を忘れた場合は、一旦サインをしてもらい、ＴＳＰО提出までに印鑑を横に押印

する等ご対応ください。 

 

＜その他注意事項＞ 

※ 大会当日分以外の謝金は、単価上限が６，０００円となりますので注意してください。 

※ 消耗品費は、大会開催に必要な消耗品であり、個人所有となる競技用品および、賞品等は

交付金の対象となりませんのでご注意ください。 

※ 昼食費は、弁当業者の領収書が必要です。個人に現金支給した場合は交付金対象経費とな

りませんのでご注意ください。 

※ 個人車両の借上げは、交付金対象経費となりませんのでご注意ください。 

※ 団体内の出金伝票は、事前にＴＳＰО担当者の了解を得たもの以外は領収書とは認められ

ませんのでご注意ください。 


